
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ステップ３につなげることが 

 

 

 

令和４年度 学力向上に係る効果的な取組事例 

「教科等の目標を達成するための一人一台端末の活用」 

久喜市教育委員会・久喜市立久喜東小学校 

研究主題 
『PISA 型読解力の育成を中核とする主体的・対話的で深い学びを実現する 

授業設計及び指導方法とその効果についての研究』 

仮  説 その１ 

自分の考えを表現する為に、様々な情
報をもとに思考することで、PISA 型読
解力を高めることができるだろう。 

その２ 

自分の考えの根拠を明らかにし、表現
したり対話したりする場面を意図的
に取り込むことで、PISA 型読解力を
高めることができるだろう。 

その１の手立て 

・ICT 機器を活用し、web 上のテキス
ト・図・グラフ・表などの情報を利用
する。 

・情報の取捨選択能力を育成する。 
・思考ツールを活用する。 
・新聞ワークシートに取り組む。 
・音読・読書を推進する。 

（内容を理解し、評価しながら読む） 

その２の手立て 

・様々な文章や資料を読み、自分の意見を
述べたり書いたりする。 

・テキストに基づいて自分の考えを表現
する。 

・ICT 機器を利用して自分の考えを表現
する。 

・他者の考えを聞き、自分の考えを再考し 
課題を解決する。 

その１ その３ その２ 

物事の中から問題を見
出し、基礎的・基本的な
知識及び技能を活用し
て解決できる子 

自分の考えを形成し、考
えを適切に伝え合い、多
様な考えを受け入れる
ことができる子 

様々な情報から適切な
情報を選択し活用でき
る子 

手 立 て 

目指す児童像 

全教職員による実践共有 

コメント機能で相互研鑽 

ＩＣＴ活用例 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PISA 型読解力向上に向けての実践例 

成果と展望 
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国語 算数 理科

全国学力・学習状況

調査

久喜東小 埼玉県

〇令和４年度の「全国学力・学習状況調査」

の平均正答率が県平均、全国平均を上回

っている。日々の積み重ねが学力の定着

に繋がっていると考える。 

〇ほとんどの児童が、各教科において

Google Workspace やミライシードを用

いて、自分の考えを表現できるようにな

った。ICT 機器を用いることで、児童同

士で意見を共有しやすくなった。（大勢

の意見を短時間で可視化することや発

表に消極的な児童の意見を可視化する

ことなど）それにより、自分の考えを表

現しようとする意欲につながった。 

△文科省より出されている「ＧＩＧＡスク

ール構想」についての「１人１台端末・

高速通信環境」を活かした学びの変容イ

メージを、本校の実践に照らすとステッ

プ２にあたる。さらなる学力向上を図る

ためにステップ３につなげる実践に取

り組んでいく。 

ICT機器を用いて考えをわかり

やすく表現することができる 
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